
健
康
福
祉
日
日
亮

「
で
愛
、
ふ
れ
愛
、
さ
さ
え
愛
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
一

回
健
康
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
秋
晴
れ
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
の
中
央

公
民
館
と
勤
労
者
体
育
館
周
辺
に
は
、
訂
つ
一
り
に
参
加
し

よ
う
と
家
族
連
れ
な
ど
約
四
千
五
百
人
が
詰
め
か
け
大
に

ぎ
わ
い
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
内
容
に
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
人
垣
や
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
一
年
お
き
に

開
か
れ
る
こ
の
催
し
、
次
回
が
楽
し
み
で
す
ね
。

ア
ー
ン
。
虫
歯
は
あ
る
か
ナ

メ
イ
ン
会
場
の
中
央
公
民
館
で
は
、
歯
科
検
診
や

年
金
相
談
の
ほ
か
体
力
測
定
、
手
話
指
導
、
映
画
、

写
真
展
な
ど
－
。
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
3
匹
の
子
ブ
タ

そ
の
正
体
は

Ｃ）

町
立
保
育
所
の
先
生
た
ち
で
し
た
。

青
空
の
も
と
、
元
気
に
笑
っ
て

タ
、
／
ス
、
タ
、
／
ス
、
タ
、
／
ス
。



楕
集
●
伊
藤
前
町
長
、
激
動
の
時
代
を
語
る

こ
の
町
を
愛
し
、

こ
の
町
に
さ
さ
げ
た
二
十
四
年
。

日
月
4
日
、
町
発
展
の
た
め
に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

伊
藤
衛
門
町
長
が
退
任
し
ま
し
た
。

石
炭
産
業
の
衰
退
と
も
に
激
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
昭
和
4
5
年

2
月
に
水
巻
町
の
第
四
代
町
長
に
就
任
。
「
明
る
く
健
康
で
う
る
お

い
の
あ
る
町
」
を
目
指
し
、
六
期
二
十
四
年
で
そ
の
施
策
を
着
実
に

実
ら
せ
て
き
ま
し
た
。
伊
藤
前
町
長
に
思
い
出
と
と
も
に
そ
の
足
跡

を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

激
動
の
時
代
の
幕
開
け
。

炭
鉱
の
町
か
ら
住
宅
都
市
へ

私
が
町
長
に
就
任
し
た
昭
和
4
5
年

は
、
そ
れ
ま
で
町
の
基
幹
産
業
で
あ
っ

た
日
本
炭
砿
㈱
の
閉
山
が
決
ま
っ
た
年

で
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
4
6
年
に
は
閉

山
。
従
業
員
の
雇
用
確
保
と
残
さ
れ
た

炭
鉱
跡
地
の
後
処
理
を
図
り
、
「
炭
鉱

の
町
」
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
新
し
い

町
を
つ
く
っ
て
い
く
か
が
、
就
任
当
時

の
重
要
な
課
題
で
し
た
。

そ
し
て
協
議
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

北
九
州
市
と
い
う
大
都
市
に
隣
接
し
た

立
地
条
件
を
生
か
し
「
明
る
く
、
健
康

で
、
う
る
お
い
の
あ
る
町
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
た
住
宅
都
市
と
し
て
の
町
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

苦
し
い
財
政
状
況
の
中
、

進
む
住
環
境
の
整
備

ま
ず
最
初
に
取
り
か
か
っ
た
の
が
、

炭
鉱
の
社
宅
を
建
て
替
え
る
住
宅
団
地

の
建
設
で
す
。
日
炭
従
業
員
の
住
宅
確

保
と
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る
た
め
、

任
期
中
に
約
千
七
百
戸
の
住
宅
を
建
設

し
ま
し
た
。
国
へ
の
陳
情
も
再
三
行
い

ま
し
た
よ
。

そ
の
た
め
苦
し
い
財
政
事
情
は
依
然

続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
の
財

政
に
余
裕
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
教

育
・
文
化
施
設
な
ど
を
造
ら
な
く
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
程
度
借
金
を
し
て
で
も
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
。
住
宅
や
文
化
施
設
の
建
設
の

ほ
か
交
通
体
系
の
整
備
、
そ
し
て
人
づ

く
り
の
た
め
の
教
育
・
福
祉
行
政
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
昭
和
4
7
年
、
人

口
の
減
少
が
著
し
い
市
町
村
の
振
興
を

図
る
た
め
の
過
疎
法
と
い
う
法
律
が
で

〔

伊
藤
町

∴，

昭
和
4
5
年

昭
和
4
6
年

昭
和
4
7
年

昭
和
4
8
年

昭
和
4
9
年

昭
和
5
0
年

昭
和
引
年

昭
和
5
2
年

昭
和
5
3
年

昭
和
5
4
年

昭
和
5
5
年

町
制
3
0
周
年
。
過
疎
地
域

指
定
。
日
本
炭
砿
閉
山
。
遠
賀
郡

消
防
組
合
設
立
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
決
定
。

水
巻
中
学
校
移
転
。
猪
熊

工
業
団
地
造
成
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
建

設
。
土
地
開
発
公
社
設
立
。

下
二
小
学
校
を
伊
左
座
・

吉
田
小
学
校
に
分
離
新
設
。

高
松
団
地
建
設
開
始
。
老

人
憩
い
の
家
建
設
。

国
土
調
査
事
業
開
始
。

高
松
下
水
処
理
場
完
成
。

水
巻
南
中
学
校
新
築
移
転
。

鯉
口
団
地
建
設
開
始
。
野

間
・
い
わ
ぜ
町
営
住
宅
建

設
開
始
。
猪
熊
グ
ラ
ン
ド

完
成
。
八
剣
神
社
の
銀
杏
が
県
天

然
記
念
物
に
。
第
二
保
育

所
新
築
移
転
。

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
開
設
。

町
制
4
0
周
年
。
遠
賀
川
河

口
堰
完
成
。
吉
田
グ
ラ
ン

ド
完
成
。



新しい水巻町を目指して
第4代町長

伊藤衛円いとうえもん・80歳

へ

き
て
、
と
て
も
助
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
多
く
の
事

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
5
0
年
ご
ろ
に
は
、
財
政
再
建
団

体
に
な
り
か
け
た
の
で
す
が
、
ど
う
に

か
し
の
い
で
き
ま
し
た
。
あ
の
こ
ろ
は

本
当
に
苦
し
い
時
代
で
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
印
象
深
い
の
が
遠
賀
川
に

か
こ
う
ぜ
き

あ
る
河
口
堰
の
建
設
で
す
。
一
部
の
反

対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
水
利
権
の

な
い
こ
の
町
に
と
っ
て
、
河
口
堰
の
完

成
に
よ
り
水
源
が
確
保
で
き
た
こ
と
が

何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
町

と
し
て
は
全
町
民
の
日
常
生
活
を
守
ら

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

多
く
の
補
助
事
業
で

町
民
に
喜
ば
れ
る
事
業
を

水
巻
町
は
、
補
助
事
業
を
数
多
く
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
制
度

や
法
律
が
で
き
た
ら
、
い
ち
早
く
利
用

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
平
成
4
年
に
完
成
し
た
総

合
運
動
公
園
の
整
備
は
自
治
省
が
初
め

て
行
っ
た
制
度
で
、
ほ
か
の
町
よ
り
も

早
く
国
や
県
に
申
請
し
た
か
ら
良
か
っ

た
み
た
い
で
す
ね
。
国
に
は
炭
鉱
の
跡

河川敷より河口堰を望む

総合運動公園で行われる町民大運動会

地
の
開
発
に
つ
な
が
る
ん
だ
、
と
陳
情

し
て
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
完
成

し
て
み
る
と
場
所
も
良
か
っ
た
せ
い

か
、
利
用
者
も
多
く
町
民
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

2
1
世
紀
に
向
け
た

新
し
い
町
づ
く
り
に
期
待

今
抱
え
て
い
る
3
大
事
業
の
公
共
下

水
道
の
整
備
、
ボ
タ
山
開
発
そ
れ
と
水

巻
駅
前
再
開
発
だ
け
は
、
新
町
長
の
も

と
で
ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

ど
れ
も
大
き
な
事
業
で
す
の
で
大
変
で

し
ょ
う
け
ど
計
画
を
し
っ
か
り
た
て
成

功
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

中
で
も
一
番
心
配
な
の
は
、
下
水
道

事
業
が
ど
う
な
る
か
で
す
。
こ
の
町
は

北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
下
水
道

の
整
備
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
そ

の
ほ
か
に
は
、
高
齢
者
対
策
と
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

も
っ
と
行
政
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的

に
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
町
づ
く
り
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か

へ

ら
の
町
づ
く
り
は
、
行
政
主
体
か
ら
住

民
主
体
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
町
が
よ
く
な
る
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
協
力
が
最
も
大
切
な
の
で
す
。

一
生
懸
命
だ
っ
た
2
4
年
間
。

振
り
返
る
と
充
実
の
日
々

昔
、
折
尾
駅
前
で
お
酒
を
飲
ん
で
帰

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
町
長
と
も
あ

ろ
う
人
が
、
お
酒
を
飲
ん
で
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
も
ら
っ
た
ら
困
る
」
と
、
文
句
を

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
町
長
と

い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
不
自
由
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

●

水
巻
に
住
み
た
く
な
る
、
そ
ん
な
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の

間
に
か
2
4
年
と
い
う
年
月
が
経
っ
て
い

た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
就
任
当
時

か
ら
炭
鉱
の
閉
山
、
住
宅
都
市
と
し
て

の
発
展
そ
し
て
新
し
い
町
づ
く
り
と
激

動
の
時
代
で
し
た
か
ら
、
そ
の
日
そ
の

日
を
一
生
懸
命
に
や
る
だ
け
で
し
た
。

今
、
静
か
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
こ

の
2
4
年
間
は
、
と
て
も
短
い
期
間
に
思

え
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
楽
し
く

充
実
し
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

●

退
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
無
事
勤
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
町
民
の
一

人
ひ
と
り
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

最
後
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
永
い
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
5
6
年

昭
和
5
7
年

昭
和
5
9
年

昭
和
6
0
年

昭
和
6
1
年

昭
和
6
2
年

昭
和
6
3
年

平
成
元
年

平
成
2
年

平
成
2
年

平
成
－
年

改
良
住
宅
　
（
吉
田
・
高
桧

・
鯉
口
）
　
建
設
完
了

町
民
体
育
館
完
成
。
御
牧

大
橋
完
成
。

武
道
館
完
成
。
水
巻
駅
前

駐
輪
場
完
成

役
場
新
庁
舎
完
成
。
住
民

記
録
電
算
業
務
開
始
。

中
央
公
民
館
完
成
。
町
民

の
こ
と
ば
、
町
の
木
・
花

決
定
。

町
民
大
運
動
会
、
福
祉
ま

つ
り
開
始
。
河
川
敷
公
園

整
備
開
始
。

上
水
道
古
賀
配
水
池
完
成
。

東
水
巻
駅
開
業
。

総
合
運
動
公
園
建
設
開
始
。

二
回
地
建
設
開
始
。

町
制
5
0
周
年
。
第
一
保
育

所
新
築
移
転
。

南
部
公
民
館
建
設
開
始
。

明
神
ケ
辻
山
自
然
公
園
整

備
開
始
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策

定
開
始
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
開
始
。

11月4日、役場職員に見送られ退任する伊藤町長

，了



今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
4
8
年
1
1
月
1
5
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
5
風
間
…
ガ
で
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
い
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

1
0
月
2
2
日
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し

※
選
挙
当
日

録
の
な
い
人
は

ま
せ
ん
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
は

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
、
入
場
券

が
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
投
票
日
に
印

鑑
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
一

階
の
生
活
環
境
課
会
議
室
　
（
選
挙
管
理

委
員
会
）
　
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の

病
院
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
　
間
　
1
1
月
9
日
（
火
）
　
～
1
1
月

1
3
日
　
（
土
）
　
（
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
）

身
体
の
障
害
な
ど
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
「
代
理
投
票
」
を
、

視
覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ｊ；．′4 線 強 雨 扇 掬 麻 －
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第1投票所
水巻町立 立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、

伊左座小学校講堂 二団地、下二、人5工興産、林住宅

第2投票所
水巻町 吉田－、吉窃二、吉田団地、

第2保育所 宮尾台

第3投票所
水巻町障害者福祉 吉田三、美吉野団地、鯉口団地、

センター 鯉口分譲団地

第4投票所
水巻町中央公民館 頃東南、頃東北、机、高尾団地、

大ホｌル 中央区、緑ヶ丘

第5投票所
水巻町 古賀、新生街、梅ノ木団地東、

第3保育所 梅ノ木団地西、古賀団地

第6投票所 水巻呵町民体育館 高松団地、おかの台

第7投票所
水巻町立

猪熊小学校講堂
樋口、猪熊、猪熊町住

腰

（
一



よ
り
簡
単
に
、

よ
り
住
み
や
す
く
。

住
所
の
呼
び
名
（
住
居
表
示
）
が
、
水
巻
町

の
一
部
の
地
域
で
変
更
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
変
更
に
な
る
地
域
は
　
『
大
字
二
』
　
の

全
地
域
と
『
大
字
下
二
』
　
『
大
字
伊
左
座
』
　
『
大

字
吉
田
』
　
の
一
部
の
地
域
で
す
。
こ
れ
ら
の
地

域
が
　
『
二
束
一
～
三
丁
目
』
　
や
　
『
二
西
ｌ
～
四

丁
目
』
　
の
ほ
か
　
『
伊
左
座
二
～
五
丁
目
』
　
『
下

二
束
三
丁
目
』
　
の
十
二
区
域
　
（
写
真
）
　
に
分
か

れ
ま
す
。

住
居
表
示
が
変
更
に
な
る
地
域

「
大
字
二
」
の
全
地
域
と
「
大
字
下
二
」

「
大
字
伊
左
座
」
　
「
大
字
吉
田
」
　
の
一

部
の
地
域

変
更
の
開
始

平
成
5
年
1
1
月
2
9
日
　
（
月
）
　
か
ら

新
し
い
　
『
住
居
表
示
』
を

す
る
と
き
の
基
本
的
な
考
え
方

①
町
名
は
読
み
や
す
く
簡
明
な
も
の

で
、
住
民
の
意
向
を
十
分
反
映
し
て

町
が
決
め
ま
す
。

②
区
割
り
は
、
河
川
や
道
路
、
水
路
な

ど
で
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

新
し
い
住
所
の
表
し
方

例
え
ば
、
水
巻
町
大
字
伊
左
座
二
〇

番
地
は
、
伊
左
座
一
丁
目
一
番
一
号
の

よ
う
に
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
「
大

字
伊
左
座
」
で
は
な
く
「
伊
左
座
〇
千

日
〇
番
〇
号
」
と
な
り
ま
す
。

個
人
で
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
も
の

不
動
産
登
記
簿
・
法
人
登
記
簿
・
運

転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
・
年
金
証

書
な
ど
の
住
所
変
更
　
（
こ
の
手
続
き
に

必
要
な
手
数
料
や
、
登
記
に
か
か
る
登

録
税
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
司
法
書

士
な
ど
依
頼
す
る
場
合
は
、
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
）

※
住
民
票
や
戸
籍
簿
な
ど
は
、
役
場
で

自
動
的
に
変
更
し
ま
す
。

※
こ
の
　
『
住
居
表
示
』
　
の
変
更
は
、
今

後
も
〝
住
み
よ
い
町
づ
く
り
″
　
の
た

め
に
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
係
の
窓
口
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

愚
腰
鞘ｌ町名新旧対照表

下 料、錬 、料 錬

蒸
座、′

丁
目．・

－■

－

策
西 義 西 密 ・棄 兼 楽 左

座
Ｉ左
座
Ｉ左
座

四

丁 丁 丁
ナ 丁 競 喪 丁

黍
丁
四、
ＴＩナ

目 目 自 目 目 日′目 目 ＝、曽′啓一

大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大
字
伊
左
座
の

字 字 字 章 草 空 字 字 字 字 字

大 大 大

面 面 空

大 大

伊
左
座

伊
左
座

伊
左
嘩

大
字 字 字 部 部 部 字 字 の の
＝ヒ⊂コ伊 伊 下 下 － ・．・・．－．－．－．－
田
の
各

部

左
座
の
各

部

左
座
の
各

部

面

各

部

大
字
士
⊂コ
田
の
各

部

部 部 軍

面
各

部

部

訝
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きれ嶋町にしたしけ、自分の町を

10月15日、頃末小学校5年1組の子供
たちが、美しい可にしようと水巻駅から
学校までの間をコ三を拾って歩きまし
た。これは頃末小学校が行っている奉仕
活動のひとつです。
子供たちに負けないように、一人ひと
りの心掛けでコ三のない可にしたいもの
ですね。

ふるさと水巻をＰＲ●
10月17日、北九州市で開催された「住ま
い・住宅展」で′三、るさと自慢隊が水巻可の
宣伝のため出演。このふるさと自慢隊の皆
さんは、文化連盟芸能部会で結成された50
人。熱のこもった演技に会場からは大きな
拍手が起っていました。

了

祭りの主役は
チピッコカ士
10月15日、頃末の伊豆神社で秋
祭りが行われました。祭りで注目
をあびていたのは、何といっても

子供相撲。約60人の子供たちが力
のこもった勝負を繰り広げまし

た。賞品には、ジャガイモやお米
がもらえるとあって、応援のお父
さんやお母さんたちも大興奮。

境内では、地元育成会や地区の

役員の人たちが出した、うどんや
綿菓子などのバザーは大盛況。夜
遅くまで秋祭りを楽しむ人たちで
にぎわっていました。

生きがいのある老後を

10月19日、机公民館で『生きがい

と人権』をテーマとした高齢者教養
講座が行われました。講師は粕屋郡
新宮町にある輿雲専任職松崎禅戒さ
ん。この講座は、地境のお年寄りに
生きがいのある高齢期を迎えてもら

おうと催されているものです。
「何事にも感謝することが大切で

すね」と、感想を語る小田政子さん
（机）。

高齢者教養講座閑雲票禁漂警ご献最後まで

茹泣かもいり飢渇

10月16臥二にある入所神社

で年に一度のお神楽が行われま

した。おごそかな雰囲気の中、

8人の宮司が笛や太鼓に合わせ

て神楽を舞います。この日を

しみにしていた多くの見物客

は、華麗な舞に魅了されていま

した。

お神楽の締めくくりに登場す

る大国主命の釣り竿に吊された

大根やスルメを目掛けて、歓声

が飛び交います。世代を越えて

楽しめるこの伝統ある行事を次

代の子供たちに伝えていきたい

ものです。

ノ■．ヽ



健康づくりシリーズ◎

最
近
、
子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
は
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
治
療
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
女
性
の
皆
さ
ん
、
3
0
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
は
、
女
性
の
ガ

ン
の
中
で
は
特
に
多
く
、
3
0
歳
代
を
越

え
て
が
ら
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
と
い
っ
た
予
防
策
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
も
検
査
に
よ
っ

て
簡
単
に
見
つ
か
り
、
早
期
発
見
に

よ
っ
て
、
治
癒
率
（
治
る
可
能
性
）
が

1
0
0
円
に
な
る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
ま
ず
、
そ
の
性
質
を
よ
く
知
っ

た
う
え
で
、
定
期
検
診
を
欠
か
さ
ず
受

け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

昨
年
の
受
診
者
の
結
果

●
要
精
密
者
の
結
果

子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
と
も
に
、
ガ
ン

の
人
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

け
い

0
期
で
悌
㌫
治
る
子
宮
頭
ガ
ン

子
宮
頸
ガ
ン
は
、
そ
の
進
行
度
に
よ
っ

て
5
段
階
（
0
～
4
期
）
に
分
け
ら
れ
、

0
期
で
は
用
㌫
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
進
行
速
度
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、

悪
化
し
て
く
る
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
早

く
、
治
癒
率
が
低
く
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
に
気
づ
い
た
ら
直

ち
に
婦
人
科
を
訪
れ
ま
し
ょ
う
。

①
出
　
血
　
月
経
や
性
交
の
と
き
以
外

の
出
血
　
（
不
正
出
血
）

②
お
り
も
の
　
悪
臭
が
強
く
㌧
褐
色
や

ピ
ン
ク
色
の
場
合

③
腰
　
痛
　
ガ
ン
が
進
行
し
て
骨
盤
ま

で
侵
さ
れ
て
い
る
場
合

【
子
宮
頸
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
人
】

子
宮
頸
ガ
ン
は
比
較
的
若
い
人
に
も

見
ら
れ
、
ピ
ー
ク
は
4
0
歳
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
早
婚
者
・
お
産
の
回

数
が
多
か
っ
た
人
、
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
が
多
い
人
な
ど
が
か
か
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
ガ
ン
は
自
分
で
早
期
発
見
を

都
会
病
と
も
呼
ば
れ
る
乳
ガ
ン
は
、

（

生
活
環
境
の
欧
米
化
に
伴
い
増
え
て
い

ま
す
。
早
期
発
見
は
あ
な
た
自
身
の
責

任
で
す
。

【
特
　
徴
】

乳
ガ
ン
は
4
5
歳
か
ら
5
0
歳
に
か
け
て

圧
倒
的
に
多
い
ガ
ン
で
す
。
1
セ
ン
チ

程
度
の
シ
コ
リ
を
見
つ
け
れ
ば
畑
㌫
治

り
ま
す
が
、
他
の
病
気
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
な
と
感

じ
た
ら
病
院
　
（
外
科
）
　
で
調
べ
て
も
ら

う
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
。

【
乳
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
人
】

晩
婚
の
人
や
初
潮
、
初
産
年
齢
が
早

か
っ
た
人
、
流
・
早
産
の
回
数
の
多
い

人
、
高
脂
肪
、
高
た
ん
日
食
を
多
く
と
っ

て
い
る
人

乳ガンのできる部位
（％）ガ

ン
の
で
き
な
い
た
く
ま
し
い
元
気

な
体
を
つ
く
り
、
水
巻
町
の
女
性
パ
ワ
ー

を
強
力
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ｌ国 民 年 金 ｌ

轟 甘 乃 ・懐 ・・－轟 ．‾ｊ

第3号被保険者の配偶者 ｌ厚主年金保険 ・共済絶 ｌ 厚生主草食ゼ円険 ・共済組

が会社などを変わったら 合の力加入者の扶養にな ｌ 合のつ力0閻ヘ音8の扶養か

－ ‾厚生年金保険→共済組合
共済組合⇔共済組合
厚生年掛 喀生年鋪
誓 　ヽ ′一

」＿ｂ　　　　　 ｌ け肯
鹿■■

結婚 た

が

十

や増収のとき

サー

したときや減収のとき 離婚

人 生 の リ ズ ム が

変 わ っ た ら 届 出 を

日常生活の中においてライフスタイルが変

わったときには届出が必要です。

届出をしなかったために、将来年金が受け

〃′‘Ｆ　　ノ

印鑑、本人・配備者の年金手 印鑑、本人・配偶者の年会 印鑑、本人・配偶者の年金手帳、

帳、健康保険証 手帳、健康保険証 健康保険証

20歳になったとき国 ｌ会社などに勤めるよう ｌｌ 会社などをやめたら国

民年金に加入を Ｉ になったら届け出を 民年会加入の届け出を

‾‾－ － －　　　1　　　－ －‾　　　1　　　－
自営業や学生の方など 扶養している配偶者が 扶養Ｌｎ ＼る配偶者がい

は、必ず加入の届け出 いる人は合わせてサラリ る人倫合わせて届け出を
られなくなる場合がありますので忘れずに届 を（厚生年金保険・共済 ーマンの妻の届け出を

ぐ1を・
Ｃ

碗

出してください。なお、国民年金に関する届

出は会社では行いませんので、本人が家族が

必ず役場国民年金係で届出をしてください。

問 い 合 わ せ　 国 民 年 金 儲

組合の加入者を除く。） 霞 官 報

1マ　ニーＺ

印鑑完本人・配偶者の年会

手帳、健康保険証

印鑑、本人・配偶者の年金
印涯、学生証 手帳

′ヾ



木
村
光
邦

久
保
多
助

松
尾
英
昭

優
　
勝
　
噴
末

準
優
勝
　
猪
熊
　
（
女
子
）

【
新
人
戦
】

優
　
勝
　
頃
末
（
男
子
）

準
優
勝
　
頃
末
　
（
女
子
）

賓杷

●
Ａ
パ
ー
ト

●
Ｂ
パ
ー
ト

●
Ｃ
パ
ー
ト

●
Ｄ
パ
ー
ト

吉
田
二

猪
熊
お
か
の
台

下
二

ト
ピ
ッ
ワ
ス

ス
ポ

ｒ‾∵‾∵＝「

し＿－－＿ノ

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
梅
の
木
団
地
西

準
優
勝
　
鯉
口
団
地

【
女
子
の
部
】

●
Ａ
パ
ー
ト

優
　
勝
　
古
賀
団
地
Ｂ

準
優
勝
　
伊
左
座

優
　
勝
　
猪
熊
マ
マ

準
優
勝
　
古
賀
ク
ラ
ブ

社
用
Ｐ
ボ
ー
ル
大
会

マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

民
館
対
抗
秋
期

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

●
Ｂ
パ
ー
ト

優
　
勝

準
優
勝

●
Ｃ
パ
ー
ト

優
　
勝

準
優
勝

梅
ノ
木
団
地
西

お
か
の
台

高
松
団
地
Ａ

梅
ノ
木
団
地
東

、もっと身近に二讐誓亨＋＿．．三∴＿＿＿ミ；吾∴
－身体障害者福祉のレ掛り（6）－

公共料金の害帽Ｉについて

酎Ｒ運賃の割引

身体障害者手帳の提示によって、岳暗摩受けることか

できます。第一嘩・第二種は身体障害者手帳のｒ旅客

鉄道株式会社運寅減額」（ＪＲ旅客運賃の減額）の欄

に割引の内容が記載されています。

感バス運賃の割引

ＪＲ運賃を基準とした敢掛こなっています。

有料道路の通行料金の割引

上肢、下肢または体幹機能障害者が自ら運転し、本人

または同一生計者が所有する車で、有料道路を通行する

場合、通行料金が5割引きとなります。※ただし、営業

用車は除きます。役場民生係で割引証を発行します。

リ

25㌫割引されます言十十㍉∵
●対象

第一種凍木骨準療亘㊥癖軒
第二痔本人のみつ磯盛1直腸糎障害嘩射脇以
上、音声Ⅰ平衡機箪障害などは掬以上）

第2種の人は郁止事琴所で勅引対象であること彿庵
切印」をもうつ若きぞください

（1船舶運賃の割引

第十種・麗二種の身体嘩害者や第十時の介護者が割引

対象者と奉り、寧矧奉は50㌫です。

りＮＨＫ放送受信料の減税

命全額兎除華甲害者のい尋貧困せ爵

ニ③半額卑除革覚十億曳障裏革ま左は千磯・受磯の肢
主体不自由者か世帯主の世帯　∴

ノーヽ



官問い合わせは

水巻町役場……201－4321

中央公民館‥‥‥201－0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館……201－3936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター……201－0794

社会福祉協議会……202－3700

サイレンを鳴らします

朝7時・夜7時
（30秒間）

住
み
よ
い
町
を
め
ざ
し
て

防
犯
の
自
町
民
大
会
開
催

水
巻
町
防
犯
協
会

水
巻
町
防
犯
協
会
で
は
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
　
『
防
犯

の
呂
町
民
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
各
地
区
の
防
犯
委
員
と
隣
組
か
ら
一

人
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
3
日
　
（
火
）
午
後
1

時
～
午
後
4
時
5
0
分
　
（
午
前
1
0
時
か

ら
は
町
内
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
）

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
内
　
容
　
水
巻
中
学
校
生
徒
に
よ
る

意
見
発
表
や
防
犯
功
労
表
彰
の
ほ
か

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
韓
国
舞
踊

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
生
活
環
境
課

相
談
を
行
い
ま
す
。
税
の
悩
み
や
疑
問

を
お
持
ち
の
人
は
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
1
5
日
（
月
）
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
ユ
ニ
ー
ド
ダ
イ
エ
ー
水
巻

店
●
相
談
員
　
税
理
士
、
役
場
税
務
課
職

員

●
申
込
期
限
　
1
1
月
2
6
日
　
（
金
）

●
申
込
先
　
遠
賀
郡
体
育
協
会
　
（
芦
屋

町
教
育
委
員
会
内
）
　
℡
2
2
3
局
0

7

3

1

番

●
問
い
合
わ
せ
　
水
巻
町
体
育
協
会
℡

2

0

1

局

4

0

0

0

番

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
内

●
催
　
し
　
農
産
物
の
品
評
会
、
即
売

コ
ー
ナ
ー
（
野
菜
、
水
産
物
、
植
木
・

苗
木
な
ど
）
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
、

生
活
用
品
展
示
即
売
会
、
出
店
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業
課

風
を
き
っ
て
走
り
ま
せ
ん
か
。

郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
参
加
者
募
集

遠
賀
郡
体
育
協
会

税
金
の
こ
と
な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。

税
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

税
　
務
　
署

1
1
月
1
1
日
か
ら
一
週
間
は
「
税
を
知

る
週
間
」
が
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
水
巻
町
で
は
、
無
料

遠
賀
郡
体
育
協
会
で
は
、
1
2
月
1
9
日

に
開
催
す
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
出

場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
足
に
自
信

の
あ
る
人
、
走
る
こ
と
が
好
き
な
人
は

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
1
2
月
1
9
日
　
（
日
）
　
午
前
9

時
3
5
分
ス
タ
ー
ト
　
（
受
付
は
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
）

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
祇
園
崎
運
動
広
場

周
回
コ
ー
ス

●
対
　
象
　
郡
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
郡
内
で
勤
務
し
て
い
る
人
と

そ
の
家
族
　
（
小
学
一
年
生
以
上
）

ｒ

続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
交
換

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
が
多
数
お

ら
れ
ま
す
。
も
う
一
度
、
あ
な
た
の
印

鑑
登
録
済
証
明
書
を
確
認
し
、
必
ず
交

換
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
紙
の
印
鑑
登
録

済
証
明
書
　
（
印
鑑
手
帳
）
、
認
め
印

※
紙
の
印
鑑
登
録
済
証
明
書
を
な
く
し

た
人
は
、
廃
印
届
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
係

農
業
水
産
ま
つ
り
で

実
り
の
秋
を
実
感

●
と
　
き
　
1
1
月
1
9
日
　
（
金
）
午
前
1
0

時
～
午
後
2
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
中
央
公
民
館

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
身
体
障
害
者
手

帳
、
戦
傷
病
手
帳
、
印
鑑

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
福
祉
事
務
所
℡

6

0

1

局

2

1

2

1

番

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
が
。

遠
賀
郡
ポ
一
ヨ
テ
ィ
ア
研
修
会

社
会
福
祉
協
議
会

産
　
業
　
課

印
鑑
登
録
証
の
交
換
は

も
う
お
済
み
で
す
が

「
農
業
で
伸
び
る
ふ
る
さ
と
、
豊
か

な
暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
遠
賀
郡
農

業
水
産
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
8
日
　
（
日
）
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
3
時

住
　
民
　
係

平
成
3
年
9
月
か
ら
紙
　
（
桃
色
ま
た

は
水
色
）
　
の
印
鑑
登
録
済
証
明
書
（
印

鑑
手
帳
）
　
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー

ド
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
役
場
住
民
係
で
は
交
換
の
手

Ｐ
．

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
人
や
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
8
ロ
∪
　
（
日
）
午
前
1
0

時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
　
障
害
者
問
題
▽
講
師
　
新

福
信
夫
さ
ん
　
（
元
毎
日
新
聞
編
集
委

員
）

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

躇



町
内
一
斉
の
排
水
薗
清
掃
は

閏
月
幻
由
に
行
い
ま
す

年
金
の
柏
談
は
お
気
軽
に
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
年
会
相
談
所

国
民
年
金
係

き
れ
い
な
町
づ
く
り
運
動
を
進
め
て

い
る
水
巻
町
地
区
衛
生
推
進
協
議
会
で

は
、
家
庭
排
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
溝

の
大
掃
除
を
、
1
1
月
2
1
日
　
（
日
）
、
町

内
一
斉
に
行
い
ま
す
。

各
家
庭
か
ら
一
人
以
上
参
加
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
き
れ
い
な
町
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
、
つ
。

●
溝
ブ
タ
の
開
閉
は
町
で
行
い
ま
す
。

●
清
掃
後
の
汚
泥
は
、
袋
に
入
れ
て
指

定
の
場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。

●
汚
泥
は
、
後
日
町
で
回
収
し
ま
す
。

「
自
分
の
年
金
は
ど
う
な
っ
て
る
の
」

「
こ
ん
な
と
き
の
手
続
き
は
？
」
な
ど

年
金
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
国
民
年
金
保
険
料
や
仕
組
み

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
4
Ｒ
Ｈ
　
（
水
）
　
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
相
談
員
　
社
会
保
険
事
務
所
職
員

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
国
民
年
金
係

学
習
」
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
6
日
　
（
金
）
・
1
2
月

1
7
日
　
（
金
）
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

●
内
　
容
　
学
校
見
学
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
体
験
乗
車
、
教
育
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
上
靴
、
体
操
服

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
北
筑
前
養
護
学

校
（
粕
屋
郡
古
賀
町
千
鳥
4
－
3
－

1

）

　

℡

　

（

0

9

2

）

　

9

4

3

局

8

6

7

4

番

へ

へ
、

今
回
の
内
容
は
、
福
岡
教
育
大
学
学
長

の
講
演
の
ほ
か
、
「
大
人
た
ち
よ
風
に

川
添
ミ
キ
エ
様

●
鯉
口
団
地
　
故
・
平
井
　
義
弘
様

な
れ
太
陽
に
な
れ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
　
　
●
伊
左
座

青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の

環
境
づ
く
り
フ
ォ
上
玉
を
開
催

福
　
岡
　
県

養
護
学
校
の
体
験
学
習
に

参
加
し
て
み
奉
せ
ん
が

県
立
北
筑
前
養
護
学
校

遠
賀
郡
や
宗
像
市
な
ど
が
校
区
の
県

立
北
筑
前
養
護
学
校
で
は
、
心
身
に
障

害
の
あ
る
子
供
を
持
つ
保
護
者
に
養
護

学
校
を
よ
り
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
就
学

の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
　
「
体
験

2
1
世
紀
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
県
民
の
願
い

で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
良
い
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
責

務
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
県
民
み
ん
な

で
育
て
よ
う
青
少
年
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
子
供
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
話
し
合
い
、
学
び

合
う
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す

参
加
は
無
料
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
●
と
　
き
　
1
1
月
2
4
日
　
（
水
）
午
後
1

時
～
午
後
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
飯
塚
市
文
化
会
館
　
（
コ
ス

モ
ス
コ
モ
ン
・
飯
塚
市
飯
塚
1
4
－
6
6
）

●
対
　
象
一
般
の
参
加
希
望
者
、
少

年
補
導
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
委
員
、

児
童
委
員
、
地
域
の
青
少
年
育
成
関

係
者
な
ど
千
人

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
福
岡
県

青
少
年
対
策
課
℡
　
（
0
9
2
）
　
6
4

1

局

4

7

4

0

番

へ

今
別
府
　
敏
棟

故
・
小
林
ヲ
ヌ
イ
様

小
林
　
立
樹
様

●
遠
賀
町
鬼
津
故
‥
水
野
　
進
　
様

永
野
マ
サ
子
様

●
吉
田
二
　
　
故
二
呂
崎
　
コ
マ
様

宮
崎
　
忠
彦
様

●
吉
田
一
　
故
上
尾
仲
　
主
税

様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
斉
藤
　
洋
一
様

城
　
不
二
子
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
吉
野
　
初
一
様

吉
野
ツ
ヤ
子
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
小
林
　
憲
友
様

小
林
　
光
枝
様

●
立
屋
敷
　
　
故
・
入
江
　
道
彦
様

入
江
ミ
ツ
ヱ
様

●
二
　
　
　
　
故
・
江
島
　
房
子
様

江
島
　
圭
介
様

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
　
　
●
頃
末

故
・
堀
口
　
吾
夫
様

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

・
梅
ノ
木
団
地
故
・
肛
卑
忌
儀
一

堀
口
　
径
子
様

●
立
屋
敷
　
　
故
・
後
藤
　
正
光
様

後
藤
　
香
　
様

●と　き11月30日㈹年前用埼

●ところ　役場2階201会議室

●公売物件　電話加入権？台

●公売方法　入札

●代金の納付　当日の納付に限り

ます。

●問い合わせ　役場納税係

中止の場合がありますので

事前に確認してください。

ホヤとす3訴まつりでも

特別養護老人ホーム松快苑

文化祭11／28（日）
（午前10時30分から）

◎
文化祭の中でバザーを予定しています

家庭で使わない日用品がありましたら

ご協力をお願いします。

■連絡先　水巻松快苑℡20ト8800

共感から欄へ

青年海外協力隊員募集

○応募資格　20歳～39歳

○応募期限11月30日㈹

○問い合わせ　国際協力事業団

九州支部℡（092）45上3380

朋



－
問
警
よ
る
分
付
一

今
の
水
巻
町
を
形
成
し
て
い
る
の
は

昔
の
九
つ
の
柑
で
す
が
、
そ
の
合
併
以

あ

し

む

た

前
の
昔
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
葦
牟
田

と
呼
ば
れ
る
沖
積
土
地
帯
に
人
々
が
定

着
し
は
じ
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
早
川
氏
が
筑
前
を
治
め
て
い
た
時

の
「
金
吾
中
納
言
殿
の
時
分
之
分
」
　
の

田
畑
高
な
ど
を
も
と
に
当
時
の
村
の
構

成
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
。
水
巻
の
地
域
は
島
津
村
（
遠
賀
町
）

の
一
部
、
広
渡
村
（
遠
賀
町
）
の
一
部
、

則
松
村
　
（
八
幡
西
区
）
　
の
一
部
と
そ
れ

に
二
村
と
古
賀
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

吉
田
村
は
、
遠
賀
平
野
を
望
む
位
置

に
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
開
け
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
横
穴
古
墳

の
遺
跡
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

吾
田
村
で
は
、
前
面
に
広
が
っ
て
い
た

湿
地
や
、
葦
牟
田
が
し
だ
い
に
開
発
さ

れ
、
人
口
が
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
支
配
さ
れ
て
い
た
則
松
村
よ
り
分

村
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
吉
田
に

所
属
し
て
い
た
鯉
口
は
、
二
十
戸
に
み

た
な
い
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
た
集

落
で
す
が
、
交
通
の
上
か
ら
重
要
な
所

で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

一
一
村
か
ら
下
一
一
村
、
伊
左
座
付
が
分

村
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
　
（
一
五
八

三
）
。
こ
れ
は
広
大
な
土
地
を
持
っ
て

い
た
二
村
の
、
下
二
と
伊
左
座
の
二
ヶ

所
に
耕
地
が
開
発
さ
れ
、
ご
く
自
然
な

う
ち
に
集
落
が
発
展
し
一
つ
の
独
立
し

た
村
と
し
て
出
発
し
た
の
で
し
ょ
う
。

昔
の
古
賀
村
は
今
の
頃
末
と
机
を
含

め
た
広
い
地
域
で
し
た
。
頃
末
、
机
が

古
賀
村
か
ら
分
離
し
た
の
は
、
い
つ
頃

の
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
頃
末
の

伊
豆
神
社
が
久
我
神
社
か
ら
分
霊
を
宇

明
神
ケ
辻
に
祭
っ
た
の
が
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
。
そ
し
て
、
机
の
伊
豆

神
社
の
分
霊
は
大
正
十
六
年
　
（
一
五
八

八
）
　
に
祭
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら

く
こ
れ
以
前
両
村
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に

古
賀
村
か
ら
分
付
し
た
の
で
し
ょ
う
。

頃
末
や
机
は
、
水
巻
で
も
古
い
因
縁
を

持
っ
た
村
な
の
で
新
開
で
は
な
く
、
そ

れ
以
前
に
定
着
し
た
家
が
何
軒
か
ず
つ

は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

猪
熊
村
は
慶
長
九
年
（
〓
ハ
〇
四
）

長
政
が
入
国
す
る
二
年
前
に
島
津
村
よ

り
独
立
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
遠
賀

川
の
堤
防
工
事
が
始
ま
っ
て
完
成
す
る

間
に
、
島
津
村
と
猪
熊
村
は
地
理
的
に

も
別
れ
ま
す
。
ま
た
、
遠
賀
川
の
上
流

の
立
屋
敷
村
と
広
渡
村
の
分
村
も
こ
の

工
事
期
間
の
こ
と
で
「
蔵
富
弥
平
永
代

記
録
」
　
に
よ
る
と
元
和
九
年
　
（
一
六
二

三
）
　
に
独
立
し
て
い
ま
す
。

こ
の
九
か
村
は
、
水
巻
村
誕
生
ま
で

と
く
に
繁
栄
や
発
展
も
な
く
、
こ
じ
ん

ま
り
と
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

長
政
は
筑
前
に
入
る
と
ま
ず
国
力
を

整
え
る
た
め
に
検
地
、
新
田
の
開
発
を

急
ぎ
、
農
業
の
増
産
に
力
を
そ
そ
い
で

い
ま
し
た
。
治
水
は
、
こ
れ
ら
の
目
的

を
推
進
す
る
た
め
に
も
完
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
た
め
、
遠
賀
川
の
改
修
工
事

は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
　
に
始

ま
り
ま
す
。

こ
の
工
事
の
最
中
、
遠
賀
川
で
大
き

な
洪
水
が
起
き
た
と
、
長
政
は
手
紙
に

書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
洪
水
は
、
お
そ

ら
く
元
和
六
年
　
（
一
六
二
〇
）
　
の
洪
水

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
は
じ
め
は
、
遠
賀

川
に
堤
防
を
築
き
、
水
利
を
よ
く
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
築

堤
工
事
は
、
そ
の
洪
水
の
様
子
を
見
て

新
た
な
工
夫
を
せ
ま
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
築
堤
工
事
は
寛
永
五
年

（
一
六
二
八
）
東
土
手
は
古
賀
相
ま
で
、

西
土
手
は
広
渡
村
ま
で
一
応
完
成
し
て

い
ま
す
。
約
一
五
年
間
に
わ
た
る
大
工

事
で
し
た
。

長
政
の
慶
長
、
元
和
に
か
け
て
の
築

堤
は
、
川
幅
、
土
堤
の
高
さ
な
ど
は
不

明
で
す
が
、
こ
の
と
き
の
築
堤
は
川
幅

も
狭
く
、
お
そ
ら
く
猪
熊
に
築
い
た
の

は
横
幅
は
約
一
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
延
亨
元
年
に
な
っ
て
再
度
川
幅
を

広
げ
た
の
が
、
現
在
の
堤
防
工
事
の
基

礎
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

Ｈ
一
椅
．
潜

函
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闇
］

ぜ腰

こ
の
広
報
は

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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